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１．はじめに 

2011 年東日本大震災を受け、文部科学省 1)は、児童

生徒の発達や地域の実情に応じた防災教育の実践を推

奨している。これを受けて、小中学校における地震を

想定した実践的避難訓練が開発・実践されている。具

体的には、①児童生徒に訓練実施時間帯を知らせずに

実施、②毎年、異なる様々な状況想定の下で実施、③

ふりかえり指導を各学級で実施する方法が開発され、

教育効果の計測が行われてきた 2)3)。しかし、未だに多

くの小中学校では、児童生徒へ訓練実施時間帯を事前

に知らせて、教室で授業中に地震が発生したことを想

定した避難訓練を実施している。 

実践的避難訓練では、児童生徒が様々な場所にいる

ため、教員は各児童生徒がどのような避難行動を取っ

たのかを把握することができない。そのため、学級を

受け持っている教員（以下、学級担任）が、ふりかえ

り指導にて訓練時に児童生徒がどこにいて、どのよう

な行動を取ったかを把握し、適切な身の守り方を指導

することが必要である。 

そこで本稿では、地震を想定した実践的避難訓練を

実施した群馬県吉岡町および南牧村の小中学校の教員

を対象としたアンケート調査から、実践的避難訓練の

要件の一つであるふりかえり指導に着目し、効果的な

ふりかえり指導方法を検討する。 

２．吉岡町での実践概要と実践結果の考察 

吉岡町で実施した避難訓練概要を表 1 に示す。2019

年 1 月 8 日に、群馬県教育委員会および吉岡町と連携

して、群馬県吉岡町の全小中学校 3 校で地震を想定し

た合同避難訓練を実施した。 

ふりかえり指導内容および実践方法については、著

者らが以下に示す内容を各校に提案し、その内容に応

じた資料を作成して提供した。提案した具体的な内容

は、①児童に訓練開始時にいた場所、訓練で取った行

動をふりかえりシートに記入、②記入した内容を各ク

ラスで意見交流、③学年進行に応じて様々な状況で地

震が発生した場合の身の守り方や揺れが収まった後の

行動の学習である。このふりかえり指導によって、自

身の行動は本当に身を守ることにつながるものであっ

たのか、危険はなかったのかを児童自身が考えること

で、地震発生時には周りの様子を自らで判断して行動

することの重要性を理解することをねらいとした。 

訓練では校内放送を用いて地震の発生を想定した避

難訓練を開始することを伝え、緊急地震速報を流した。

児童生徒は各自の判断で身を守る行動をとった後、校

庭に避難した。校庭では児童の点呼をとり、外部者に

よる講評を行った。その後、各学級に戻り、学級担任

が中心となって、著者らが提案したふりかえり指導を

実施してもらった。なお、提案した内容をすべて実施

するかどうかは学級担任に一任した。そのため、ふり

かえり指導に対する教員の所感と実施状況を把握する

ために避難訓練実施後に、教員を対象にアンケート調

査を実施した（配布数：113 名、回収率：84.1%）。 

この調査結果より、これまでに「児童生徒に訓練実

施時間帯を知らせずに実施したことがある」教員の割

合は 36.6%、「授業時間以外に地震が発生したことを想

定して実施したことがある」教員の割合は 40.0%であり、

『事前に告知して授業時間にしか訓練を実施したこと

がない』教員の割合は 52.6%であった。定型化した同じ

内容の訓練を繰り返している現状が改めて確認された。 

以下、アンケート回答者のうち学級担任（71 名）の

みを対象にふりかえり指導に関する調査結果を示す。

まず「訓練実施前に提供された指導内容や資料を見て、

ちゃんと指導することができるのか不安に思ったか」

という問いに対して「不安に思った」が 8.5％、「少し

不安に思った」が 52.1％、「不安に思わなかった」が

39.4％であった。次に「訓練実施後、ふりかえり指導を

どの程度おこなったのか」を把握した結果、「ふりかえ

りシート記入＋意見交流＋ふりかえり指導案の全て」

を実施したのは 55.7％、「ふりかえりシート記入＋意見

交流＋ふりかえり指導案の一部」を実施したのは 30.0％、
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表 1 吉岡町と南牧村の避難訓練実施概要 

 
吉岡町 南牧村 

日時 2019年 1月 8日 2019年 8月 29日 

対象 
小学校 2 校・中学校 1 校 

生徒 2,064 名、教員 113名 

小学校 1 校 

生徒 27名、教員 9 名 

訓練内容 

・実施時間帯を知らせずに実施 

・清掃時間、休み時間に実施 

・緊急地震速報音を放送後、校庭へ移動 

・実施時間帯を知らせずに実施 

・休み時間に実施 

・緊急地震速報音を放送後、校庭へ移動 

ふりかえり指

導内容 

・外部講師（3名）による講評 

・ふりかえりシートの記入 

・学年進行に応じた事後指導（学級担任） 

・外部講師（第二著者）による講評 

・ふりかえりシートの記入 

「ふりかえりシート記入＋意見交流」しか実施しなか

ったのが 14.3％であった。学級担任によってふりかえ

り指導の実施状況に差があることが確認された。 

３．南牧村での実践概要と実践結果の考察 

吉岡町での実践を踏まえて、2019 年 8月 29 日に、群

馬県南牧村の小学校 1 校で地震を想定した実践的避訓

練を実施した。実施概要は表１に示す通りである。訓

練の実施方法・内容は吉岡町と同様であるが、ふりか

えり指導は全校児童を対象に外部講師（第二著者）が

行なった。この理由は、吉岡町での実践結果より、資

料提供だけでは各担任が効果的なふりかえり指導を行

うことに限界があると判断したためであり、この実践

によって以下の 2 点をねらいとした。①まずは外部講

師が実践する様子を見てもらうことで、ふりかえり指

導はどうあるべきかを教員に示す、②現場の教員に指

導内容を見てもらうことを通じて、どのような点が児

童生徒にとって効果的な指導となっているのかを把握

する。なお、指導内容は吉岡町と同様である。 

第二著者が実施したふりかえり指導の評価と教員自

身がふりかえり指導を行うことを想定した場合に必要

な支援などを把握するために、避難訓練実施後に教員

を対象にアンケート調査を実施した（配布数 9 名、回

収率：100%）。これより、第二著者のふりかえり指導に

対して、「子どもにしっかり考えさせ、発言を促してい

た」、「いろいろの場所、場面を考えさせる時間があっ

た」といった、児童に身を守る行動について主体的に

考えさせる指導内容であることが高く評価されていた。

このような評価より、実践的避難訓練の事後指導にお

いては、例えば「おはしも（押さない、走らない、し

ゃべらない、戻らない）」のように、「地震発生時には

こうすべき」という行動規範や一般的な知識を教示す

るような内容ではなく、実際に児童生徒がとった行動

を学習題材として、学級全体でその行動の善し悪しや

問題点を指摘し合うことが重要であることを理解して

もらえたといえよう。 

また、学級担任自身がふりかえり指導を実施するこ

とを想定した時の支援や要望として、「いろいろな避

難の仕方の事例を知りたい」、「防災に関する研修など

していただけると自分の知識が増え、充実した指導が

出来ると思う」といった自身の防災に関する知識を深

めることを目的とした支援をしてほしいことが確認で

きた。南牧村での実践では、第二著者が児童にふりか

えり指導をして訓練は終了となったが、訓練当日の放

課後などに研究授業などのように、ふりかえり指導に

関する校内研修を行うことで、教員の理解はさらに深

まるものと考えられる。 

４．おわりに 

今後は、本稿の実践によって確認された効果的なふ

りかえり指導を、現場の教員に広く実践してもらうた

めの普及方策について検討していきたい。 
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